
会 議 報 告 書 

会議名 令和３年度第２回三島市民生涯学習センター運営委員会 

日時 令和４年３月８日（火） 午後１時３０分～３時 

場所 生涯学習センター３階 多目的ホール 

出席者 

運営委員 
白井委員長、碓井職務代理、亀井委員、久保田委員、朝日委員、 

本持委員、岩塚委員、服部委員 

事務局側 
鈴木教育推進部長、米山図書館長、 

芦川文化財課長、若林生涯学習課長、下舘課長補佐、星谷係長 

傍聴人 ０名 （公開会議、傍聴人定員 2名） 
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１ 開  会 

２ 教育委員会挨拶（鈴木教育推進部長） 

３ 運営委員長挨拶 

４ 議題 

（１）令和３年度施設運営報告について  

来館者数の推移及びセンター修繕費用について説明 

（２）令和３年度事業報告について      

＜質疑応答及び意見交換＞ 

空調の修繕について、コロナウイルスへの感染予防対策のためか、感染予防対

策を行っているか。 

令和３年度の修繕は、空調の管理を自動制御するためのもので、コロナ対策と

は異なる。 

感染予防対策としては、令和２年度にフィルター交換を行ったことと、空調の

外気の割合を７割に増やしている。 

館内の換気を利用者に依頼しているか。 

生涯学習センターはセントラルヒーティングのため、換気は不要。コロナ前は、

３割外気を取り込み７割を循環させていたが、コロナになってからは常に７割

外気を取り込んでいるため光熱水費がかかる。 

ウイズコロナ、アフターコロナの館の利用はどうなる見込みか。 

国、県の指針を守りながら、皆様の活動がしやすい館運営に努めたいと考える。 

特定の日の研修室が借りることができないのは、市の事業の影響か。 

同じ曜日の同じ時間帯に入る市の事業は、隔週もしくは月に１回程度。 

複数の要因が絡んでいると思われる。 

５ 報告事項 

（１） 地下駐車場跡地の消火設備の撤去報告 

（２） 館内トイレ改修についての報告 
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＜質疑応答及び意見交換＞ 

地下駐車場の跡地利用について、今後どうする予定か。 

地下駐車場は湿気が多く水が溜まっている状態のため湿気対策が重要。 

機械式駐車場の機械撤去に莫大な費用がかかるため、費用対効果を得られる利

用が見つかるまで当面は閉鎖状態。 

今回の工事により駐車スペースは増えないか。展示する作品の搬入の際に地下

をもっと利用したいという要望を聞いている。 

駐車スペースは増えないが、利用の際に事前にご相談をいただければ、対応可

能と考える。 

事前にご相談いただければ、駐車スペースを空けての対応は十分可能と考える。 

６ その他 

＜質疑応答及び意見交換＞ 

コロナによる館内の利用制限など、一般市民にどのように周知しているか。 

借りる際に受付で説明しているほか、市ホームページにも掲載している。 

受付で対応できない案件については、生涯学習課で対応している。 

一般市民にもわかりやすい対応でお願いしたい。 

貸館の受付については委託している業務の一部のため、なるべく受付がワンス

トップで対応できるようにしている。 

細かい備品の数の管理を徹底していいただきたい。 

受付と情報共有して、再発防止に努める。 

いろいろな利用方法があるから、その都度臨機応変に対応すればいいのではな

いか。委員長の話にもあったとおり、運営員会は個々の要望を聞く場でなくセ

ンター全体について話し合いをする場ではないか。 

一般の方のお困りになるような貴重なご意見であるが、より全体を心がけてご

意見をいただけるとありがたい。 

市民が勝手よく上手に利用しやすくしてもらいたいと思う。 

個人の展示などにも多くの方に使っていただきたいため、細かいことも伝えた。 

委員の役割は、利用者と職員の橋渡し的なものでいいのではないか。 

利用者から個人的に聞かれた際には、センターで対応する部署がどこなのかを

伝えればよいのではないか。 

ワンストップで対応できるように受付との連携をはかる。 



 


